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(社)電子情報技術産業協会

 国際会議の開催・参加、海外調査団の派遣

 活発な国際標準化活動と業界規格の制定発行

 業界活動の成果である数多くの報告書・資料類を作成・刊行

 機関誌・ホームページを活用した積極的な情報発信

 専門のテーマで企画された講演会・セミナー等の開催

ＪＥＩＴＡ規格
機関誌

(JEITA REVIEW) セミナー
展示会

(CEATEC Japan)



All Rights Reserved, Copyright (C) JEITA 2006
5

Ａｇｅｎｄａ

社団法人電子情報技術産業協会(ＪＥＩＴＡ)の概要

情報配線システム標準化委員会の活動

情報配線システムの耐ノイズ性とネットワークシステムへの影響

１

２

３

ツイストペア情報配線システムトラブルシューティングガイドの紹介４



All Rights Reserved, Copyright (C) JEITA 2006
6

活動の目的

 標準化技術の普及
– ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１ ＳＣ２５／ＷＧ３国内委員会と連携

– 国際標準化動向調査

– 国内規格としてのＪＩＳ制定

 業界の振興へ寄与
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組織図

情報配線システム標準化委員会

ツイストペア情報配線システム
標準化グループ

光情報配線システム
標準化グループ

接続コンポーネント
サブワーキンググループ

ケーブルエイリアンＮＥＸＴ
サブワーキンググループ

フィールド試験
サブワーキンググループ
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メンバー企業

・ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社 ・住友電気工業株式会社

・松下電工株式会社 ・富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ株式会社

・日立電線株式会社 ・パンドウイットコーポレーション日本支社

・タイコエレクトロニクスアンプ株式会社 ・ＮＥＣフィールディング株式会社

・岡野電線株式会社 ・沖電線株式会社

・木島通信電線株式会社 ・倉茂電工株式会社

・三和電気工業株式会社 ・昭和電線ケーブルシステムズ株式会社

・住友電設株式会社 ・大電株式会社

・通信興業株式会社 ・東日京三電線株式会社

・日本製線株式会社 ・ネットワンシステムズ株式会社

・冨士電線株式会社 ・富士通ネットワークソリューションズ株式会社

・株式会社フルーク ・株式会社渡辺製作所

・財団法人電波技術協会 ・社団法人電線総合技術センター

・日本コネクト工業株式会社 ・財団法人ＮＨＫエンジニアリングサービス

・経済産業省 産業技術環境局 情報電気標準化推進室 【順不同】
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各グループの活動内容

 ツイストペアグループ

– １０ＧＢＡＳＥ－Ｔに対応する情報配線規格の動向調査

– エイリアン漏話評価方法の検討

– コネクタ試験法の検討

– データセンター規格の調査

 光グループ

– 光配線フィールド試験法規格の検討

– 光配線フィールド試験法の実験的検討

– 光情報配線ガイドライン作成
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成果物

 情報配線システムの標準化に関する調査報告書
– 各年の活動報告書(委員会内部資料)

 ＪＥＩＴＡ規格
– ＪＥＩＤＡ-５７-１９９８

– ＪＥＩＤＡ-５７-追補１

 ＪＩＳ規格
– ＪＩＳ Ｘ ５１５０：１９９６

– ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２０００追補１

– ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４

 ＪＩＳ Ｘ ５１５０用語解説集

 コネクタ試験用治具開発

 ツイストペアケーブルトラブルシューティングガイド
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活動の経緯

・・・ 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06

米国標準

規格

IEEE802.3

国際標準

規格

日本の標準化

TIA/EIA-568

TSB-36

TSB-40

TIA/EIA-568-A

TSB-67 TSB-95

TIA/EIA-568-A-5

TIA/EIA-568-B

B.1

B.2

B.3

TSB-155

TIA/EIA-568

B.2-10

Augmented

Category 6

B.2-1

100BASE-T 10GbE 10GBASE-T

ISO/IEC 

JTC1/SC

25/WG3

ISO/IEC 11801 TR 24750(10GBASE-T)

11801 2nd E.d amd.1

ISO/IEC 24702

(工業用配線)

TR 24702(ワイヤレス)

14763-3(光試験法)

JEIDA

(JEITA)

W

P

F

委
員
会
発
足

米国規格調査

翻訳

JIS原案作成委員会
(規格普及分科会)

X5150解説書
JIS原案作成委員会
(規格普及分科会)

JEIDA-57-1998

試験方法規格
X5150解説書

JIS JIS X 5150:1996 X 5150:2000:追補1 JIS X 5150:2004

国際標準に提案

10BASE-T

11801 amd.2

Gbit Ether

ISO/IEC 11801 2nd Edition

11801 amd.1

JEIDA-57-追補1

国内JTC1 国内SC25/WG3委員会
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・ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１／ＳＣ２５／ＷＧ３
ＩＳＯ／ＩＥＣ １１８０１
構内情報配線システム規格

各国の標準規格を包含

国際標準規格と各国の標準規格

欧州(ＳＴＰ系)

・ＥＮ５０１７３
・ＣＥＮＥＬＩＣ ＴＣ２１５

米国(ＵＴＰ系)

・ＡＮＳＩ／ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８Ａ／Ｂ
・ＩＥＥＥ８０２．３

国際標準 日本国内標準

・ＪＥＴＡ 情報配線システム標準化Ｇ
ＪＩＳ Ｘ ５１５０ 構内情報配線システム

・ＳＣ４６Ａ 試験方法(IEC61935など)
・ＳＣ４６Ｃ ケーブル(IEC61873など)
・ＳＣ４８Ｂ コネクタ(CAT6/7)

試験法(100-600MHz)(IEC-60607)
・ＳＣ８６Ａ／Ｂ 光ファイバコネクタ

ＩＥＣ (部材性能／試験方法)
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ＪＴＣ１／ＳＣ２５／ＷＧ３のスコープ

 スコープ
– 情報機器間接続における構内配線システムについての標準化

 検討の対象範囲
– 構内配線アーキテクチャ

– ケーブル／コネクタから成るチャネルの仕様

– ケーブルや通信機器類を設置するためのスペース確保規程等

 汎用的な構内配線システムを構築するため必要な項目
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ノイズ実験の目的

不可解なノイズ問題を可能な限り定量化１

通信品質に及ぼす影響の解明２

シールドケーブルの効果と接地方法の検討３

影響する周波数特性の解明４
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フェーズ １(平成１５年度活動)

ノイズ電圧との距離による相関
ネットワークシステム性能による相関

実験計画

フェーズ ２(平成１６年度活動)

ＵＴＰ vs. ＳｃＴＰ
ケーブル保護材の効果
ノイズ印加位置の違いによる影響

フェーズ ３(平成１７年度活動)

影響を受けやすいノイズ周波数の特定
１００Ｂａｓｅ－Ｔｘ＆１０００ＢａｓｅーＴ
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フェーズ １(平成１５年度活動)

ノイズ電圧との距離による相関
ネットワークシステム性能による相関

実験計画

フェーズ ２(平成１６年度活動)

ＵＴＰ vs. ＳｃＴＰ
ケーブル保護材の効果
ノイズ印加位置の違いによる影響

フェーズ ３(平成１７年度活動)

影響を受けやすいノイズ周波数の特定
１００Ｂａｓｅ－Ｔｘ＆１０００Ｂａｓｅ－Ｔ
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フェーズ １ 実験構成

Smart Bits 6000

Traffic Generator
(1000Base-Sx)

Measuring Device
(1000Base-Sx)

Switching HUB

1000Base-Fx
1000Base-TFiber

100Base-Tx

Switching HUB

1000Base-Fx
1000Base-TFiber

100Base-Tx

ＵＴＰケーブル
８５ｍ

ＵＴＰパッチコード
１０ｍ

ＵＴＰパッチコード
５ｍ

ノイズ発生装置

Ｎｏｉｓｅ

１５０Ω



All Rights Reserved, Copyright (C) JEITA 2006
19

印加ノイズ ＩＥＣ６１０００－４－４

Ｖ
バースト継続時間：１５ｍｓ±２０％

バースト周期：３００ｍｓ±２０％

ｔ

Ｖ
繰り返し率(５ｋＨｚ又は２．５ｋＨｚ)

ｔ

Ｖ

ｔ

パルス幅：５０ｎｓ±３０％

９０％

５０％

１０％

立ち上がり時間：５ｎｓ±３０％

単一パルス波形

バースト内のパルス波形ＥＦＴ/Ｂ波形
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離隔・平行配線条件

ノイズ発生装置

１５０Ω

離隔距離
０mm
２５mm
５０mm
７５mm
１００mm

平行配線距離
０．５m
１．０m
３．０m

ＵＴＰパッチコード
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試験条件と合否判定基準

印加電圧 ２００／３５０／４００Ｖ

通信パケット イーサフレーム ６４ｋｂｙｔ ｘ １分間
１億パケット＠１０００Ｂａｓｅ－Ｔ
１千万パケット＠１００Ｂａｓｅ－Ｔｘ

判定基準 欠損パケット数による比較
影響を受けない離隔距離
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実験風景写真
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実験その１ 平行配線距離変動

１５０Ω

ノイズ発生装置

１５０Ω １５０Ω

離隔距離：０ｍｍ

平行配線：～３ｍ

印加電圧： ２００，３５０，４００Ｖ

ＵＴＰ Ｃａｔ．６ ＆ Ｃａｔ．５ｅ

変動
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実験その１結果 Ｃａｔ．６(1)

Ｃａｔ．６単線 平行配線距離とパケット損失の関係

0
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15000

20000

25000

0.0 0.5 1.0

平行配線距離(m)

lo
ss

200V loss

350V loss

400V loss
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実験その１結果 Ｃａｔ．６(2)

Ｃａｔ．６単線 平行配線(0～1m) 電圧とパケット損失の関係

0

5000

10000

15000

20000

25000

0 100 200 300 400

電圧(V)

lo
ss

平行0.0m

平行0.5m

平行1.0m
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実験その１結果 Ｃａｔ．５ｅ(1)

Ｃａｔ．５ｅ単線 平行配線距離とパケット損失の関係

0
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平行配線距離(m)
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実験その１結果 Ｃａｔ．５ｅ(2)

Ｃａｔ．５ｅ単線 平行配線(0～1m) 電圧とパケット損失の関係
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実験その２ 離隔距離変動

１５０Ω
ノイズ発生装置

離隔距離：０～１５０ｍｍ

平行配線：１ｍ固定

印加電圧： １００～４００Ｖ

ＵＴＰ Ｃａｔ．６ ＆ Ｃａｔ．５ｅ

１ｍ固定

変動
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実験その２結果 Ｃａｔ．６(1)

Ｃａｔ．６単線 １ｍ平行配線　離隔距離とパケット損失の関係

0
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実験その２結果 Ｃａｔ．６(2)

Ｃａｔ．６単線 １ｍ平行配線　電圧とパケット損失の関係
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実験その２結果 Ｃａｔ．５ｅ(1)

Ｃａｔ．５ｅ単線 １ｍ平行配線　離隔距離とパケット損失の関係

0

5000

10000

15000

20000

25000

0 25 50 75 100 125 150

離隔距離(mm)

lo
ss

200V loss

350V loss

400V loss



All Rights Reserved, Copyright (C) JEITA 2006
32

実験その２結果 Ｃａｔ．５ｅ(2)

Ｃａｔ．５ｅ単線 １ｍ平行配線　電圧とパケット損失の関係
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実験その３ ネットアプリケーション比較

１５０Ω
ノイズ発生装置

離隔距離：０ｍｍ

平行配線：１ｍ固定

印加電圧： ２００, ３５０, ４００Ｖ

ＵＴＰ Ｃａｔ．６

１ｍ固定

１００Ｂａｓｅ－Ｔｘ

１０００Ｂａｓｅ－Ｔ
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実験その３結果

1000BASE-

T
100BASE-

TX

200V loss

350V loss

400V loss
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フェーズ１実験考察

 平行配線の影響は顕著
– 平行配線距離との相関はあるが、影響度はほぼ同様

 １２５ｍｍ以上の離隔でノイズの影響は無くなる
– ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６９では１２７ｍｍ以上と規定

 １００Ｂａｓｅ－Ｔｘの方がノイズに強い？
– １０００Ｂａｓｅ－Ｔは平均的にノイズに弱い

– １００Ｂａｓｅ－Ｔｘ

 低電圧時は、１０００Ｂａｓｅ－Ｔよりも強い

 高電圧時は、急激に影響を受ける
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フェーズ １(平成１５年度活動)

ノイズ電圧との距離による相関
ネットワークシステム性能による相関

実験計画

フェーズ ２(平成１６年度活動)

ＵＴＰ vs. ＳｃＴＰ
ケーブル保護材の効果
ノイズ印加位置の違いによる影響

フェーズ ３(平成１７年度活動)

影響を受けやすいノイズ周波数の特定
１００Ｂａｓｅ－Ｔｘ＆１０００Ｂａｓｅ－Ｔ
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フェーズ ２ 実験構成

Smart Bits 6000

Traffic Generator
(1000Base-Sx)

Measuring Device
(1000Base-Sx)

Switching HUB

1000Base-Fx 1000Base-T
Fiber

Switching HUB

1000Base-Fx 1000Base-T
Fiber

ＵＴＰ／ＳｃＴＰケーブル
９０ｍ

ＵＴＰパッチコード
５ｍ

ＵＴＰパッチコード
５ｍ

ノイズ発生装置

Ｎｏｉｓｅ

１５０Ω

２ｍ 接地Ａ

接地Ｂ
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印加ノイズ ＩＥＣ６１０００－４－４

Ｖ
バースト継続時間：１５ｍｓ±２０％

バースト周期：３００ｍｓ±２０％

ｔ

Ｖ
繰り返し率(５ｋＨｚ又は２．５ｋＨｚ)

ｔ

Ｖ

ｔ

パルス幅：５０ｎｓ±３０％

９０％

５０％

１０％

立ち上がり時間：５ｎｓ±３０％

単一パルス波形

バースト内のパルス波形ＥＦＴ/Ｂ波形
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試験条件と合否判定基準

印加電圧 ２００～１５００Ｖ

通信パケット イーサフレーム ６４ｋｂｙｔ ｘ １分間
１億パケット＠１０００Ｂａｓｅ－Ｔ

判定基準 欠損パケット数による比較

使用ケーブル ＵＴＰ，ＳｃＴＰ

接地条件 接地無し、片端接地、両端接地
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試験内容

 実験(1) ＵＴＰ ｖｓ．ＳｃＴＰ

– 平行１ｍ、離隔０mm、４００Ｖ

 実験(2)平行配線距離変動

– ４００Ｖ

 実験(3) 電圧変動

– 平行配線距離１ｍ、離隔０mm

– ９０度交差

 実験(4) 配線経路の効果＠ＵＴＰ

– 平行１ｍ、離隔２５mm、４００Ｖ

 実験(5) 配線経路 ｖｓ．ＳｃＴＰ

– 平行１ｍ、離隔２５mm、４００Ｖ

 実験(6) 離隔距離変動

– 平行１ｍ、４００Ｖ

 実験(7) ノイズ印加位置による影響
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実験(1)結果
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実験(2)結果
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実験(3)結果
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実験(3)結果
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実験(4)結果
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実験(5)結果
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実験(6)結果
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実験(7)結果

Ｎ
ｏ
ｉｓ
ｅ

Ｎ
ｏ
ｉｓ
ｅ

Ｎ
ｏ
ｉｓ
ｅ

Ａ Ｂ中央

ノイズ印加ポイント

ノイズ印加ポイント
印加電圧

(V)

結果（パケットロス）

A→B B→A

Ａ側
400 0 21177

1000 17590 29956

中央
400 0 0

1000 22812 23168

Ｂ側
400 7308 0

1000 28902 23331
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フェーズ２実験考察

 ５cm以上の平行配線で影響が出る

 ＳｃＴＰは、非接地環境では、大きな遮蔽効果を得られない

 接地ノイズ源の近端側が望ましい
– ノイズ源の遠端側での接地は効果が得にくい

– ノイズ源がケーブル中央であれば、影響が無い

 配線保護材による遮蔽は有効
– メタルモールよりも、遮蔽版の方が有効

 離隔距離を確保する事が、一番のノイズ影響低減対策
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フェーズ １(平成１５年度活動)

ノイズ電圧との距離による相関
ネットワークシステム性能による相関

実験計画

フェーズ ２(平成１６年度活動)

ＵＴＰ vs. ＳｃＴＰ
ケーブル保護材の効果
ノイズ印加位置の違いによる影響

フェーズ ３(平成１７年度活動)

影響を受けやすいノイズ周波数の特定
１００Ｂａｓｅ－Ｔｘ＆１０００Ｂａｓｅ－Ｔ
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フェーズ ３ 実験構成

Smart Bits 6000

Traffic Generator
(1000Base-Sx)

Measuring Device
(1000Base-Sx)

Switching HUB

1000Base-Fx 1000Base-T
Fiber

Switching HUB

1000Base-Fx 1000Base-T
Fiber

ＵＴＰ／ＳｃＴＰケーブル
屋外用ＵＴＰケーブル

９０ｍ

ＵＴＰパッチコード
５ｍ

ＵＴＰパッチコード
５ｍ

ノイズ発生装置

Ｎｏｉｓｅ

接地Ａ

接地Ｂ

ＥＭＣクランプ

２ｍ
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試験条件と合否判定基準

 印加ノイズ波形
– ＪＩＳ Ｃ ６１０００－４－６に基づく無線周波数(ＳＩＮ波形掃引)

– ０．１５ＭＨｚ～８０ＭＨｚ（１％上昇）

 試験電圧
– ３Ｖ, ５Ｖ, １０Ｖ(ＥＭＣクランプ注入による)

 通信パケット
– イーサネットフレーム ６４ｋｂｙｔ×１分間

 約１億パケット＠１０００ＢＡＳＥ-Ｔ

 使用ケーブル
– ＵＴＰ， ＳｃＴＰ，屋外用ＵＴＰケーブル

– 平行配線１ｍ、離隔距離０mm

 合否判定基準
– 印加ノイズにより欠損したパケットを観測
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実験(1)結果
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実験(2)結果
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フェーズ３実験考察

 ２２～２６ＭＨｚに影響が集中
– この周波数帯がノイズに弱い？

 ＳｃＴＰ及び屋外用ＵＴＰケーブルでは影響無し
– 工場等の過酷な電磁放射環境でも利用可能

 ＵＴＰは、工場等の環境で影響が出る可能性がある。

 １０００ＢＡＳＥ－Ｔの方がノイズ耐力が弱い

注)機器に依存する特性の可能性もある為、更なる検証が必要
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注意事項

これらの実験結果は、特定の条件によるものであり
全てのノイズ条件・環境条件下で同様の数値・結果
が得られない可能性が有ります。
本実験結果は、複雑なノイズ問題を解決する為の
指標・参考としてご使用願います。
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Ａｇｅｎｄａ

社団法人電子情報技術産業協会(ＪＥＩＴＡ)の概要

情報配線システム標準化委員会の活動

情報配線システムの耐ノイズ性とネットワークシステムへの影響

１

２

３

ツイストペア情報配線システムトラブルシューティングガイドの紹介４
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ダウンロード

ＪＥＩＴＡホームページから無料ダウンロードできます。
http://tsc.jeita.or.jp/TSC/org/c002/com05/com01.html

ＪＩＳ Ｘ ５１５０用語解説集も
ダウンロード可能
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コンテンツ １

 第１章 情報配線システム規格概要
 1.1 規格体系

 1.2 規格標準化動向

 1.3 ネットワーク規格と情報配線規格

 1.4 規格の基礎

 1.5 カテゴリ６規格の留意点

 1.6 配線設計のポイント

 第２章 フィールドテストの留意点
 2.1 フィールドテスタの測定確度

 2.2 合否判定基準

 2.3 マージナルパス

 2.4 フィールドテスト規格

 2.5 テストアダプタの選定

 2.6 ｄＢルール

 2.7 外来ノイズ

 2.8 テストレポートの読み方
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コンテンツ ２

 第３章 不適切な施工とトラブル要因
 3.1 ケーブル敷設時のトラブル

 3.2 コネクタ成端時のトラブル

 3.3 環境要件のトラブル

 第４章 トラブルシューティング技法
 4.1 トラブルシューティングフロー

 4.2 不合格パラメタ解説

 4.3 障害と要因の対応表
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終わりに

 問合せ先
– 社団法人 電子情報技術産業協会(ＪＥＩＴＡ)

情報機器システム標準化委員会 情報配線システム標準化Ｇ 事務局

 TEL：03-3518-6434

 E-mail: tsc1@jeita.or.jp 

情報配線業界の発展のため業界各社の
皆様の参加をお待ちしております。


